
生存権保障のために
～生活保護行政に問いかけられているもの～

日本女子大学 社会福祉学科

岩永理恵

貧困の要因

＜経済構造＞

• 失業

• 収入が無くなる・減少する

• ワーキングプア

＜生活の変化＞

• 病気、ケガ

• 定年退職

• 子どもの誕生

• 子どもの養育・教育



就業者数・雇用者数の推移

内閣府『コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会報告書（2021年4月28日）』より引用
https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/covid-19/index.html

休業者数の推移

内閣府『コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会報告書（2021年4月28日）』より引用
https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/covid-19/index.html



仕事の状況とコロナによる影響

『令和２年度「男女共同参画の視点から新型コロナウイルス感染症対策に関する調査」より引用
コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会（第5回）配布資料5
https://www.gender.go.jp/kaigi/kento/covid-19/sidai/05.html

ライフサイクル

（生活の変動）
に応じて

設計されている
社会保障

『平成29年版 厚生労働白書』



社会保障改革に関する集中検討会議（第１回）資料⑥

貧困の要因

＜経済構造＞

• 失業

• 収入が無くなる・減少する

• ワーキングプア

＜生活の変化＞

• 病気、ケガ

• 定年退職

• 子どもの誕生

• 子どもの養育・教育

前述の社会保障制度に
包摂されない・排除されている



生活保護法
（この法律の目的）

第一条 この法律は、日本国憲法第二十五条に
規定する理念に基き、国が生活に困窮するすべ
ての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な
保護を行い、その最低限度の生活を保障すると
ともに、その自立を助長することを目的とする。

（無差別平等）

第二条 すべて国民は、この法律の定める要件
を満たす限り、この法律による保護（以下「保護」
という。）を、無差別平等に受けることができる。

（最低生活）

第三条 この法律により保障される最低限度の
生活は、健康で文化的な生活水準を維持するこ
とができるものでなければならない。

シニアガイド編集部
https://seniorguide.jp/article/1055651.html より引用

セーフティーネット／生活保護



新聞記事にみる、二つの論点

• 立憲民主党の蓮舫氏が、首
相答弁について「生活保護に
陥らせないことが、首相の仕
事、政治ではないか」と迫っ
た。

• 生活困窮者支援をしている
NPO法人の大西理事長、生活

保護を申請すると家族の援助
が可能かを確認される扶養照
会の問題をあげる。

• 扶養照会の見直しを求める。

https://www.change.org/p/%E5%9B%B0%E7%AA%AE%E8%80%85%E3%
82%92%E7%94%9F%E6%B4%BB%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E5%88%
B6%E5%BA%A6%E3%81%8B%E3%82%89%E9%81%A0%E3%81%96%
E3%81%91%E3%82%8B%E4%B8%8D%E8%A6%81%E3%81%A7%E6%
9C%89%E5%AE%B3%E3%81%AA%E6%89%B6%E9%A4%8A%E7%85%
A7%E4%BC%9A%E3%82%92%E3%82%84%E3%82%81%E3%81%A6%
E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84

生活保護
への心理的
ハードル



データが公表されるのが遅く、かつ使いにくい

• 出典1：緊急小口資金と総合支援資金は、第
13回 社会保障審議会「生活困窮者自立支
援及び生活保護部会」の資料2（1ヵ月単位で

なかったため、便宜的に計算して作成してい
る。）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15516
.html

• 出典2：被保護者調査（令和３年２月分概数）
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/hi
hogosya/m2021/02.html

• 出典3：日本貸金業協会 月次実態調査(8) 
月間貸付金額 https://www.j‐
fsa.or.jp/material/monthly_survey/

• いずれも、2021/05/15アクセス

• 出典1：数値が公開されてい
るだけで、Excelデータ無し。

• 出典2：2月分の公開が5月。
3ヵ月遅れ。



生活保護行政にまつわる課題

2020年、生活保護の動向に大きな変化がなかったのはなぜか？

生活保護基準の動向



要件の厳しさ

「住宅」
「車」

「手持ち金」

渡辺久里子・四方理人（2019）「所得・資産を用いた生活保護基準未
満世帯の推移」『三田学会雑誌』111：463-485

読売新聞2020.6.5「ホテル提供新宿区滞在延
長伝えず利用者８９人期限前に退出

• インターネットカフェの営業自粛に伴い、寝泊まりする場所を失った人向けに都が
ホテルを無償提供する事業を巡り、都が滞在期限を延長したにもかかわらず、新
宿区が利用者にその事実を伝えていなかったことがわかった。利用者89人が期
限前にホテルを出たという。

• 休業要請の期間が長引いたため、都は5月22日、滞在期限を31日から6月7日に
延長すると各

• 自治体に通知した。しかし同区は利用者に対し、6月1日朝にチェックアウトし、生

活相談の希望者は福祉事務所に来るように促す文書を配布。ホテルを出た後の
行き先が決まっていなかった98人のうち、9人は福祉事務所で生活保護を申請後
にホテルに戻ったが、残り89人はホテルを出たまま、戻らなかった。都の担当者
は「少しでも長く居場所を確保するという都の意図とは違う対応だ」と指摘。

• 一方、区の担当者は「本当に困窮している人は福祉事務所に来ると思っていた」
と説明した。



朝日新聞2020.7.2「生活保護申請窓口、『たら
い回し顕著』 コロナ下、支援団体が批判

• 5月下旬、東京都のある区の生活困窮者支援窓口に生活保護を申請す
ると、「支給決定には1カ月かかる」との説明を受けた。当時の所持金は

わずか２００円だった。当面の生活費も貸し出されず、代わりに渡された
のは賞味期限が迫っている災害備蓄用のレトルト食品や缶詰だった。

• 1週間後、支援者の小林さんが区と交渉すると、支給決定までの期間は
13日に縮まり、その間の生活費として1万5千円の貸し付けも決まった。

• 支援者の小林さんは「行政の姿勢は『餓死しない程度の生活』しか守っ
てくれないものだ」と批判する



生活保護の理念を、生存権を実現していくには
どうしたらよいのか

法制度の問題
うまく動かせて
いるか、使え
ているか問題



宣伝です


